
《

総

会

》

一
月
二
十
九
日
、
京
都
駅
前
タ
ワ
ー
ホ
テ
ル
に
て
理
事
会
、

総
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
狩
野
会
長
が
欠
席
さ
れ
、
代
わ
り

に
植
田
穂
積
副
会
長
が
挨
拶
を
さ
れ
ま
し
た
。
総
会
で
は
、

平
成
二
十
八
年
の
行
事
報
告
と
平
成
二
十
九
年
の
事
業
計
画
、

決
算
報
告
・
予
算
案
の
報
告
が
あ
り
、
昇
格
者
の
紹
介
も
行

わ
れ
ま
し
た
。

記
念
講
演
で
は
、
裏
千
家
学
園
講
師

谷
端
昭
夫
先
生
を

お
招
き
し
て
、
「
茶
掛
け
に
つ
い
て
」
と
い
う
題
で
お
話
し

い
た
だ
き
ま
し
た
。
茶
の
湯
に
お
い
て
、
茶
掛
け
と
よ
ば
れ

る
掛
軸
は
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
重
要
な
道
具
で
す
が
、

廃
藩
置
県
や
廃
仏
毀
釈
が
茶
掛
け
の
発
展
に
関
係
し
て
い
た

と
い
う
、
興
味
深
い
挿
話
も
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

講
演
に
続
い
て
懇
親
会
が
開
か
れ
、
恒
例
の
福
引
も
行
わ

れ
ま
し
た
。

平
安
書
道
会
事
務
局
だ
よ
り

平
成
三
十
年
正
月
号

会
員
の
皆
様
に
は
謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
は
戊
戌
（
つ
ち
の
え
い
ぬ
）
。
戌
に
は
勤
勉
な
努
力
家
と
い
う
意
味
が
あ
る
そ
う
で
す
。
地

道
に
力
を
積
み
上
げ
て
、
後
の
実
り
の
基
礎
を
つ
く
る
歳
と
し
た
い
も
の
で
す
。

昨
年
一
年
間
の
当
会
の
行
事
を
ご
紹
介
し
ま
す
。



《
第
三
十
七
回

聚
英
展
》

十
月
五
日
か
ら
八
日
ま
で
、
京
都
文
化
博
物

館
に
お
い
て
聚
英
展
が
開
か
れ
ま
し
た
。
当
会

の
審
査
員
の
出
品
四
十
数
点
は
、
小
作
品
な
が

ら
多
彩
な
作
品
が
並
び
ま
し
た
。
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
な
構
成
、
優
し
く
端
正
な
筆
使
い
等
、
力
作

揃
い
で
見
る
人
を
飽
き
さ
せ
ま
せ
ん
。
公
募
展

の
作
品
と
は
ま
た
違
っ
た
、
ゆ
っ
た
り
と
寛
い

だ
雰
囲
気
で
鑑
賞
で
き
た
ひ
と
と
き
で
し
た
。

《
今
年
の
行
事
予
定
）

一
月
十
四
日

一
時
半

理
事
会

ハ
ー
ト
ピ
ア
京
都
第
三
会
議
室

一
月
二
十
八
日

三
時
半

総
会
・
新
年
会

京
都
タ
ワ
ー
ホ
テ
ル

七
月
二
十
日
～
二
十
二
日

第
九
十
八
回
平
安
書
道
会
公
募
展

京
都
文
化
博
物
館
に
て

秋(

日
時
未
定
）
第
三
十
八
回
聚
英
展

京
都
文
化
博
物
館
に
て

十
一
月
二
三
日

先
人
供
養
・
筆
供
養

正
覚
庵
に
て

《
先
人
法
要
と筆

供
養
》

十
一
月
二
十
三
日
、
東

山
東
福
寺
塔
頭
正
覚
庵
に

て
十
一
時
よ
り
平
安
書
道

会
先
人
物
故
者
の
法
要
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
の

東
福
寺
界
隈
は
、
例
年
に

も
ま
し
て
見
事
な
紅
葉
に

彩
ら
れ
、
境
内
も
真
っ
赤

な
も
み
じ
と
緑
の
苔
の
コ

ン
ト
ラ
ス
ト
の
中
で
、
お

茶
と
お
そ
ば
を
ご
馳
走
に

な
り
、
前
々
会
長
綾
村
坦

園
先
生
の
お
墓
に
も
お
参

り
し
ま
し
た
。

植
田
会
長

上
田
理
事
長

都
賀
田
副
理
事
長

堀
部
副
理
事
長

各
出
品
作

聚英展風景

＆出品者集合写真

〈
ふ
ら
っ
と
お
散
歩
〉

み
な
さ
ん
は
書
道
の
本
を
探
す
と
き

ど
う
し
て
い
ま
す
か
？

市
役
所
の
西
側
、
寺
町
通
り
を
上

が
っ
て
い
く
と
夷
川
通
り
を
こ
え
た

辺
り
に
「
文
苑
堂
書
店
」
と
い
う
本
屋

さ
ん
が
あ
り
ま
す
。
全
国
的
に
も
数

す
く
な
い
書
道
関
連
書
専
門
書
店
で

す
。
新
本
も
古
書
も
扱
っ
て
い
ま
す
。

小
さ
い
の
で
、
少
々
入
り
に
く
い
で

す
が
、
沢
山
の
本
が
一
度
に
探
せ
ま

す
。不

定
休
な
の
で
せ
っ
か
く
行
っ
た

の
に
「
閉
ま
っ
て
た
！
」
と
い
う
残
念

な
こ
と
も
あ
る
の
で
す
が
…
。

近
く
に
は
古
梅
園
や
賛
交
社
、
龍

枝
堂
な
ど
書
道
具
を
扱
う
店
も
多
い

の
で
お
散
歩
が
て
ら
足
を
延
ば
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。


